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医
療
安
全
対
策
に
つ
い
て
解
説

す
る
大
西
氏
＝
５
月
29
日
、　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

弱者救済のための分配政策を
浜矩子氏（同志社大学大学院教授）に聞く

「北欧モデル」の
歯科医療を解説

衛生士向け講習会

開
発
ア
プ
リ
の
検
証
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ

地域の摂食嚥下治療　情報連携で支える地域の摂食嚥下治療　情報連携で支える

多職種PTの検証費 クラファンで募集多職種PTの検証費 クラファンで募集

歯
初
診
・
外
来
環

施
設
基
準
研
修
会
に
87
人

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

20
人

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

医
療
接
遇
研
修

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
講
習
会　

ス
タ
ッ
フ
向
け

日
時　

７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

吉
田
健
二
氏
（
大
阪
市
北
区
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
攻
略
ガ
イ
ド
（
仮
）

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

大
谷
学
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

１
０
０
人

訪
問
診
療
へ
の
取
り
組
み
（
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

義
歯
）

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】
６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

 

７
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　
　
　

（
歯
初
診
午
後
６
時
〜
６
時
30
分
）

場
所　

本
会
場
・
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　
　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
・
Ｏ
Ｍ
Ｍ
２
０
４
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
京
阪
天
満
橋
駅
す
ぐ
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

無
料
（
歯
初
診
参
加
は
会
員
限
定　

千
円
）

持
参
物　

① 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
２
年
４
月

版
』（
社
保
講
習
会
参
加
者
）

　
　
　
　

② 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防

止
対
策
』（
施
設
基
準
研
修
会
参
加
者
）

　
　
　
　

※ 

そ
れ
ぞ
れ
当
日
購
入
可
。
①
８
千
円
、
②
１
５

０
０
円
。

定
員　

80
人

※
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
は
、
歯
初
診
の
み
の
受
講

※
歯
初
診
の
み
、
社
保
講
習
会
の
み
の
参
加
も
可
能

※
歯
初
診
は
遅
刻
、
途
中
退
席
厳
禁

算
定
も
れ
を
な
く
す
社
保
講
習
会
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
〜
医

科
・
歯
科
連
携
と
長
期
管
理
を
中
心
に
〜

社
保
講
習
会
＆
施
設
基
準
研
修
会

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

無料相談

法
律　

７
月
４
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

７
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

７
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

不
平
等
是
正
へ
の

不
平
等
是
正
へ
の

認
識
な
し

認
識
な
し

　

岸
田
首
相
の
「
新
し
い
資

本
主
義
」
に
は
、
安
倍
政
権

時
代
の
政
策
の
丸
パ
ク
リ

で
、
新
し
い
も
の
は
何
も
な

い
。
昨
年
実
施
し
た
看
護
師

等
へ
の
賃
上
げ
補
助
は
、
そ

の
水
準
は
低
く
、
賃
金
格
差

の
解
消
に
は
程
遠
い
内
容
だ

っ
た
。
金
持
ち
優
遇
税
制
に

メ
ス
を
入
れ
る
「
金
融
所
得

課
税
の
強
化
」
は
、
自
民
党

内
の
反
発
を
受
け
て
早
々
と

引
っ
込
め
て
し
ま
っ
た
。

　

『
成
長
と
分
配
の
好
循

環
』
も
２
０
１
６
年
に
安
倍

元
首
相
が
言
い
出
し
た
こ
と

を
、
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

る
。
分
配
に
焦
点
を
当
て
る

と
い
っ
て
も
、
経
済
成
長
の

　

社
保
研
究
部
は
５
月
29

日
、
歯
科
外
来
診
療
環
境
体

制
加
算
に
係
る
施
設
基
準
研

修
会
（
歯
初
診
含
む
）
を
開

い
た
。

　

大
西
祐
一
氏
（
大
阪
歯
科

大
学
口
腔
外
科
学
第
二
講
座

准
教
授
）
を
講
師
に
87
人
が

参
加
し
た
。
参
加
者
は
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
敷
地

内
３
会
場
に
分
か
れ
て
受

講
。
受
講
後
、
参
加
者
ら
に

修
了
証
を
発
行
し
た
。

　

大
西
氏
は
大
学
で
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
院
内

感
染
防
止
対
策
や
医
療
安
全

対
策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

日　時： ７月16日（土）～８月４日（木）

会　場： 国立文楽劇場

　　　　（大阪市中央区日本橋１―12―10）

締　切： ６月24日（金）まで

※ ７月25日（月）は休演・７月28日（木）

第１部は貸切講演

※ 演目入替なし

※ 全公演「字幕表示」あり

に
取
り
組
む
。
同
大
学
で
は
摂
食
嚥
下

治
療
の
専
門
歯
科
医
師
の
養
成
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
ア
プ
リ
の
実
用
化
で
、

在
宅
に
お
け
る
摂
食
嚥
下
障
害
患
者
の

管
理
や
医
療
情
報
の
共
有
化
の
困
難
を

打
開
す
る
第
一
歩
と
し
た
い
考
え
だ
。

　

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究

科
の
井
上
誠
教
授
（
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
・
写
真
）
が
、
摂
食

嚥
下
障
害
の
診
療
を
「
情
報
連
携
」
で

支
え
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
、
ア
プ
リ

開
発
と
本
格
運
用
を
目
指
し
て
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
ク
ラ
フ
ァ
ン
）

歯
周
病
予
防
を
要
求
す
る

会
」
理
事
長
）
を
講
師
に
24

人
が
参
加
し
た
。
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
を
用
い
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

と
し
て
実
施
し
た
。

　

西
氏
は
う
蝕
と
歯
周
病
予

防
で
高
い
効
果
を
あ
げ
て
い

る
「
北
欧
モ
デ
ル
」
の
歯
科

医
療
と
最
新
の
知
見
に
つ
い

て
解
説
。
日
本
に
お
け
る
情

報
の
入
手
や
情
報
の
選
別
の

仕
方
を
示
し
、「
科
学
は
進

歩
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
は
変
わ

っ
て
い
く
。
今
持
っ
て
い
る

知
識
を
過
信
せ
ず
、
学
び
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
強
調
し
た
。

　

臨
床
学
術
部
は
５
日
、
歯

科
衛
生
士
向
け
講
習
会
「
北

欧
モ
デ
ル
の
齲
蝕
予
防
の
考

え
方
」
を
開
い
た
。
西
真
紀

子
氏
（
歯
科
医
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
最
先
端
の
む
し
歯
・

　岸田政権が７日に発表した「新しい資

本主義」の実行計画から、格差是正に向

けて首相が当初掲げた「分配強化」の理

念がきえた。政権発足から８カ月余り、

岸田政権の経済政策について同志社大学

大学院教授の浜矩子氏に聞いた。

た
め
の
手
段
と
し
て
重
視
す

る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
。
格
差

や
貧
困
の
拡
大
な
ど
、
経
済

的
、
社
会
的
な
不
平
等
や
ゆ

が
み
を
是
正
す
る
の
が
、
本

来
の
分
配
政
策
だ
が
、
そ
う

い
う
認
識
は
ど
こ
に
も
見
当

た
ら
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
女
性
や
非

正
規
労
働
者
が
職
を
失
い
、

苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
岸
田
政
権
は
、

自
公
政
権
が
こ
の
20
年
余
り

で
進
め
た
労
働
規
制
緩
和
を

改
め
る
姿
勢
は
な
い
。
一

方
、「
人
へ
の
投
資
」
に
よ

り
、
労
働
移
動
の
円
滑
化
や

人
材
育
成
の
強
化
を
ね
ら

う
。

　

『
人
へ
の
投
資
』
と
い
う

言
い
方
は
、
人
を
モ
ノ
と
し

て
し
か
見
て
い
な
い
と
い
う

考
え
方
が
表
れ
て
い
る
。
資

産
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

人
材
に
は
投
資
す
る
が
、
価

値
を
生
ま
な
い
人
は
支
援
し

な
い
と
い
う
許
し
が
た
い
経

済
政
策
だ
。
参
院
選
で
は
、

弱
者
救
済
の
た
め
の
分
配
に

か
じ
を
切
る
こ
と
が
、
今
一

番
問
わ
れ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の

安
倍
政
権
の

愚
策
を
継
続

愚
策
を
継
続

　

物
価
の
高
騰
が
、
庶
民
の

暮
ら
し
と
中
小
企
業
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
。
だ
が
、

日
銀
は
金
利
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
基
本
的
に
無
策

だ
。

　

安
倍
政
権
下
で
始
ま
っ
た

『
異
次
元
緩
和
』
に
よ
る
国

債
の
大
量
購
入
に
は
、
国
債

利
回
り
の
上
昇
阻
止
と
い
う

役
割
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

物
価
が
上
が
ろ
う
が
円
安
が

進
も
う
が
、
日
銀
は
『
異
次

元
緩
和
』
を
止
め
る
わ
け
に

い
か
な
い
。（
物
価
抑
制
の

必
要
性
と
）
政
策
の
つ
じ
つ

ま
が
全
く
合
っ
て
い
な
い
。

そ
の
上
、
マ
ク
ロ
経
済
運
営

に
よ
る
物
価
抑
制
と
い
う
手

法
を
取
れ
な
い
の
で
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
を
押
さ
え
込
む
な

ど
、
強
権
で
価
格
を
抑
え
る

統
制
経
済
的
な
側
面
が
表
れ

始
め
て
い
る
。

　

世
界
各
国
は
急
激
な
イ
ン

フ
レ
を
避
け
る
た
め
、
金
利

を
引
き
上
げ
、
金
融
を
引
き

締
め
る
政
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
政
府
は
円
安
と
物
価
上

昇
を
促
す
「
異
次
元
の
金
融

緩
和
」
を
今
も
続
け
て
い

る
。

　

安
倍
元
首
相
は
21
世
紀
版

の
大
日
本
帝
国
を
夢
見
て
、

改
憲
に
こ
だ
わ
り
、
そ
の
政

治
的
下
心
の
た
め
に
、
強
く

大
き
な
経
済
基
盤
を
つ
く
ろ

う
と
、
経
済
政
策
を
手
段
と

し
て
利
用
し
て
き
た
。
財
政

を
垂
れ
流
し
、
日
銀
を
ま
る

で
『
打
ち
出
の
小
づ
ち
』
の

よ
う
に
使
っ
た
。
そ
ん
な
経

済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）

を
私
は
『
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
』

と
命
名
し
た
。
自
公
政
権
に

は
そ
の
転
換
が
必
要
だ
が
、

岸
田
首
相
に
そ
の
勇
気
は
な

い
だ
ろ
う
。

新
潟
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

私の争点
2022参院選2022参院選2022参院選2022参院選

経済政策

　アプリの実証実験を前に、医師、歯科医
師、看護師、栄養士、歯科衛生士などから
なるプロジェクトチーム（PT）を立ち上げ、
アプリの設計を細部まで検証するための費
用を募っている。クラファンは専用サイト

「READYFOR」から「摂
食嚥下障害の在宅診療を支
える、情報連携の仕組みづ
くりを新潟から！」で検
索、またはQRコード参照。

夏休み文楽特別公演夏休み文楽特別公演

チケット斡旋のご案内チケット斡旋のご案内

申込は協会・申込は協会・町原まで町原まで
（06-6568-7731）（06-6568-7731）


